
氏名 　三木　理史

【受賞】2009年度交通図書賞「特別賞」受賞(共著“Railway Operators in Japan”
East Japan Railway Culture Foundation,2009に対して共同受賞) 、第10回人文地理学
会賞「一般図書部門」(『局地鉄道(塙選書108)』塙書房,2009年に対して単独受賞)
【競争的資金獲得】平成19年度三菱財団人文科学研究助成金「近代日本における外地－
内地間の地域間交流に関する研究―特に樺太を中心に―」(研究代表者：三木理史、研
究継続中)、平成21年度日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究（Ｂ）「１９～２０
世紀北東アジア史のなかのサハリン・樺太」(研究代表者：小樽商科大学商学部教授・
今西　一、研究分担者、研究継続中)、平成22～25年度日本学術振興会科学研究費補助
金基盤研究(Ｂ)「国境の植民地サハリン(樺太)島の近代史：戦争・国家・地域」(研究
代表者：北海道情報大学経営情報学部教授原　暉之、研究分担者、研究継続中)
【海外調査・共同研究会】中国東北地方：大連・延吉・哈爾浜各市(8月18～25日／延辺
大学・黒龍江省社会科学院・科学研究費による)／チェーホフ記念国際シンポジュウ
ム：ロシア・ユジノサハリンスク市(9月19～24日／サハリン総合大学・奈良大学海外短
期研修による)
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授業科目

平　成　２２　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本地理学会・人文地理学会・歴史地理学会・奈良地理学会・社会経済史学会・経営史
学会・日本産業技術史学会・地方史研究協議会・交通史研究会・鉄道史学会・日本植民
地研究会

・地理学講読・調査法(八)（通年）
・地理学演習(八)（通年）
・地理学卒業演習(八)（通年）
・人文地理学Ⅰ(前期)
・地理学特殊講義(三)（後期）
・日本地誌Ⅰ(前期)
・日本地誌Ⅱ(後期)

関西大学大学院文学研究科博士課程後期課程中退

博士(文学)

歴史地理学・交通地理学／植民地鉄道史・写真史

最終学歴

　【研究上の特記事項】

学部担当科目

「満洲」における植民地輸送史の研究／近代日本の地理写真史の研究

専門分野

所属学会
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・
・
・
・
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目

・観光論
・
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・



地理学科３年次ゼミでは、野外巡検にあたり報告書『新潟巡検報告書－新潟市とその周
辺の地域調査－』（三木ゼミ調査法・野外研究調査報告書第15号,2010年12月の企画・
指導・引率・編集・発行を例年通り実施した。その他、関西大学文学部(前期：歴史地
理学ほか担当)、関西大学大学院文学研究科博士課程前期(後期：歴史地理学研究Ｂ担
当)、佛教大学文学部(前・後期：地域文化特講担当)に各々出講した。

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

全学入試委員／文学部入試委員／図書館委員／居合道部顧問／サークル・旅と鉄道顧問

【共同研究員】国立歴史民俗博物館(「地理写真」の資料化と活用)
【委員等】愛知県史編さん委員会調査執筆委員／近畿日本鉄道株式会社社史執筆担当／
伊賀市史執筆委員／茨木市史執筆委員
【学会役員等】人文地理学会評議員・編集委員／歴史地理学会評議員／鉄道史学会理事
／IGC京都地域会議組織委員
【市民講座等】近鉄文化サロン講師(7月3日)／はびきの市民大学講師(7月7日)／奈良大
学・世界遺産｢公開講座｣講師(7月18日)／柏原市市民歴史講座講師(8月28日)／大東市立
公民館主催秋の特別講演会講師(10月23日)／奈良大学・第4回 上方文化講座講師(12月4
日)／九州大学韓国研究センター10周年記念行事「サハリンとコリア」パネラー(12月19
日)／芦屋市立美術博物館企画展講演会講師(1月30日)
【出張授業等】大阪府立牧野高等学校(9月30日)／兵庫県立津名高等学校(3月10日)

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】



共著

単著

単独

単独

単独

②明治・大正期における府県
写真帖の成立

⑤

① A Study of Karafuto in
the Japan Sea Rim Regions
after the Russo-Japanese
War by Considering a
Vocational Inspection Team
in Niigata Prefecture,
Japan

③北からの朝鮮人移住と樺太

⑤

④

宮本又郎監修による近畿日本鉄道株
式会社の社史であり、そのうち「創
業前史」、「第１章　大阪電気軌道
の創業」、「第２章　新線建設・統
合による基盤拡大」、「第３章　戦
時統制時代への対応」、「第４章
近畿日本鉄道の誕生」、「第６章・
補節　被合併会社の歴史」を分担執
筆した(40～225頁・343～361頁)。

③

「サハリンとコリア」セッションで
両大戦間期の朝鮮人増加と、北から
の移住朝鮮人について報告した。

（学会発表）

2010年12月19日

①日本における植民地理学の
展開と植民地研究

②

②

③

④

日露戦後の新潟県による樺太実業視
察団の意義について、「環日本海経
済」との関係から考察したもの。

2011年度の特別展に向けての研究会
で、写真帖の分析方法の１つとして
「府県写真帖」の場合を報告した。

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①近畿日本鉄道100年のあゆ
み

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

2010年12月

日本における「植民地理学」を地理
学研究上に位置づけると同時に、植
民地研究との関係を考察した(24～
42頁)。

近畿日本鉄道株式会
社

2010年12月

歴史地理学会『歴史
地理学』第52巻 5号

チェーホフ記念国際
シンポジウム「サハ
リン史の諸問題部
会」(於・ロシア国立
サハリン総合大学)

『地理写真』の資料
化と活用」研究会
(於・国立歴史民俗博
物館)

九州大学韓国研究セ
ンター10周年記念シ
ンポジュウム(於・九
州大学韓国研究セン
ター)

2010年11月13日

2010年 9月22日



単独

単独

単独

単独

④

④帝国日本における樺太の
「孤島化」と朝鮮人

⑤

①都市の形成と駅の立地

③書評：松原光也『地理情報
システムによる公共交通の分
析』

（その他）

②奈良盆地の鉄道いまむかし

⑤

都市形成と駅の立地の関係を、世界
各地に事例を求めながら概説したも
の(11～30頁)。

遷都1300年祭に関わる奈良盆地の地
図特集にあたり、地図上に見られる
奈良県の鉄道の特徴をトピック的に
とりあげたもの(21～24頁)。

③での報告内容を承けて、戦中期の
朝鮮人動員の問題を再考したもの。

松原光也氏の近著を交通地理学の視
点から書評したもの(45～48頁)。

小 池 滋 ・ 青 木 栄
一・和久田康雄編
『世界の駅・日本の
駅』悠書館

地図情報センター
『地図情報』第30
巻第2号

奈良大地理学会『奈
良大地理』第17号

2010年 6月25日

2010年 8月31日

2011年3月19日

サハリン・樺太史研
究会第15回例会(於・
北海道大学)

2011年2月19日


